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【光学式三次元位置計測システム】使用した光学式三次元位置計測システムは米国 Vicon Motion System 社製









【結果】①VICON の測定誤差は 0.78～2.56 度であり、３度以内の誤差に収まっていた。また、VICON と万能角度
計による可動域の相関係数は、頚椎屈曲、肩関節屈曲、肘関節屈曲では 0.9 以上であった。その他の関節可動域でも
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 洗髪、洗顔、食事動作などの ADL に於いて、頚椎、肩関節、肘関節は協調して目的の動作を達成していた。いず
れの動作に於いても各関節の屈曲角度は一定の傾向を示し、各関節の屈曲角度の総和は被験者によるばらつきは少な
く一定の値を示すことが判った。 




わかっている場合、術後獲得できる ADL を術前に予見することも可能となる。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 食事・洗髪、洗顔などの日常生活動作（ADL）は、頚椎と上肢の複数の関節の動きが密接に協同して行われている。
これら ADL の評価は、現状では問診や検者の主観により評価されており分析的に捉えきれていない。本研究で用い
た光学式三次元位置計測システムは、頚椎および上肢の関節の動きを定量的に計測することが可能で、頚椎上肢の動
作解析を客観的に評価することに有用であった。また、本システムを用いた洗髪・洗顔・食事動作などの ADL の動
作解析では、これらの動作で頚椎、肩関節、肘関節の屈曲角度の総和は一定であり、また一箇所が障害されると他の
部位で代償運動が生じることがわかった。このことから、関節リウマチのように多関節障害による ADL 障害がある
場合、障害されている動作を改善するために、どの関節の可動域をどの程度改善すればよいかを術前に予見できるよ
うになると考えられる。以上から、本研究は学位に値するものと認める。 
